
権
威
主
義
的
性
格
は
な
ぜ
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
吉
川
徹
は
、
コ
ー

ン
（
三
・
【
○
言
）
の
議
論
を
参
考
に
し
つ
つ
、
青
少
年
（
中
学
一
年
か
ら

高
校
三
年
）
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成
過
程
を
研
究
し
て
い
る
。

吉
川
の
分
析
で
は
、
両
親
の
権
威
主
義
的
性
格
や
学
校
教
育
の
管
理
性
が
、

青
少
年
に
権
威
主
義
的
性
格
を
付
与
す
る
と
い
う
（
吉
川
［
一
九
九
八
”

一
九
こ
）
。
轟
亮
も
、
「
親
子
間
の
［
権
威
主
義
的
性
格
の
］
相
関
関

係
は
、
見
ら
れ
は
す
る
も
の
の
予
想
さ
れ
る
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
」
（
轟

［
二
○
○
○
二
一
○
八
］
）
と
い
う
事
実
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
権
威
主
義
的
態
度
の
差
異
を
主
と
し
て
生
み
出
し
て
い
る
の
は
学
校
教

育
経
験
」
（
轟
［
二
○
○
○
二
二
○
］
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は

学
校
教
育
の
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
て
い
る
。

権
威
主
義
的
性
格
と
同
居

１
１
権
威
主
義
的
性
格
研
究
の
展
開
に
向
け
て
Ｉ

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

一
は
じ
め
に

ま
た
、
直
井
道
子
は
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
を
「
同
居
」
の

観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
直
井
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
○
年
に
行

わ
れ
た
「
職
業
と
人
間
に
関
す
る
調
査
」
の
有
効
回
答
者
で
あ
る
二
六
歳

’
六
五
歳
の
関
東
七
都
県
在
住
の
有
職
男
性
（
有
効
回
答
六
二
九
）
の
妻

に
対
し
て
、
さ
ら
に
「
主
婦
の
生
活
と
意
識
」
と
い
う
調
査
を
一
九
八
二

年
に
行
っ
た
（
有
効
回
答
四
一
八
）
。
そ
し
て
、
「
夫
の
親
と
の
同
居
は
、

主
婦
の
権
威
主
義
的
性
格
の
維
持
あ
る
い
は
再
生
産
に
一
定
の
機
能
を
果

た
し
て
い
る
」
（
直
井
［
一
九
八
六
二
一
○
二
）
と
い
う
結
論
を
導
き
出

し
て
い
る
。

以
上
の
日
本
に
お
け
る
権
威
主
義
的
性
格
研
究
で
は
、
し
か
し
な
が
ら

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
知
見
は
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
が
、
子
ど

も
の
頃
に
お
け
る
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
親
子
関
係
を
、

権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
研
究

（
１
）

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
に
つ
い

キ
ー
ワ
ー
ド
亜
権
威
主
義
的
性
格
同
居

保
坂
稔
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て
、
「
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
知
見
を
生
か
し
て
探
る
試
み

の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
権
威
主
義
的
性
格
研
究
に
関
す
る
再
検
討
を
、

筆
者
な
り
の
観
点
で
行
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成

要
因
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
試
み
の
一
つ
で
あ
り
、

「
権
威
主
義
的
性
格
と
同
居
」
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
直
井

の
研
究
は
、
権
威
主
義
的
性
格
と
同
居
の
関
係
に
つ
い
て
、
新
た
な
観
点

を
も
た
ら
し
た
と
筆
者
も
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

（
２
）

分
析
は
女
性
に
限
ら
れ
て
い
る
。
男
性
と
女
性
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る

『
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
を
念
頭
に
置
い
て
、
権
威
主
義
的
性

格
の
形
成
要
因
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
過
程
に
あ
っ
て
は
、
日
本
の
権
威

主
義
的
性
格
研
究
で
得
ら
れ
た
「
同
居
」
の
観
点
を
、
男
性
も
交
え
て
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
脚
し
、
本

稿
で
は
、
男
性
も
交
え
て
権
威
主
義
的
性
格
と
同
居
の
関
係
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
親
と
同
居
す
る
こ
と
は
、
男
性
に
と
っ
て

も
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
日
の
時
点
に
お
い
て
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
を
探
る
こ
と

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
権
威
主
義

的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
は
、
ナ
チ
ズ
ム
で
多
く
見
ら
れ
る
は
ず
の
権
威
主

義
的
性
格
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ（３
）

て
、
権
威
主
義
的
性
格
が
近
代
一
般
に
内
在
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

実
際
、
筆
者
が
実
際
に
Ｆ
尺
度
形
式
四
○
を
用
い
た
こ
れ
ま
で
の
学
生
意

識
調
査
の
研
究
で
は
、
『
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
の
平
均
点

（
三
・
八
二
よ
り
も
高
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
（
四
・
一
八
）
（
保
坂

本
稿
で
は
、
「
環
境
・
文
化
・
教
育
に
関
す
る
生
活
意
識
調
査
」
の
質

問
紙
に
よ
る
デ
ー
タ
ー
を
用
い
る
。
こ
の
調
査
は
、
平
成
一
二
年
度
文
部

省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
金
）
に
よ
っ
て
二
○
○
○
年

八
月
に
実
施
さ
れ
た
。
調
査
対
象
は
、
東
京
都
の
三
○
歳
以
上
七
○
歳
未

満
の
男
女
有
権
者
個
人
を
母
集
団
と
し
て
、
層
化
二
段
無
作
為
抽
出
法
に

よ
り
二
四
○
○
人
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
抽
出
し
、
郵
送
法
で
行
っ
た
。
有

効
回
答
者
数
は
八
八
八
（
有
効
回
答
率
三
七
・
○
％
）
で
あ
っ
た
。
東
京

都
に
デ
ー
タ
ー
を
限
定
し
た
の
は
、
東
京
が
筆
者
の
地
元
で
あ
り
、
経
費

（
一
旬
）

や
地
理
の
面
で
調
査
実
施
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
権
威

主
義
的
態
度
項
目
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
で
も
用
い
ら
れ
、
ま
た
吉

川
が
分
析
の
際
に
用
い
て
い
る
六
題
を
利
用
し
た
。
㈲
権
威
あ
る
人
々
に

は
つ
ね
に
敬
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑧
以
前
か
ら
な
さ
れ
た
や

り
方
を
守
る
こ
と
が
、
最
上
の
結
果
を
う
む
。
ｐ
子
ど
も
の
し
つ
け
で
一

番
大
切
な
こ
と
は
、
両
親
に
対
す
る
絶
対
服
従
で
あ
る
。
、
目
上
の
人
に

（
４
）

［
二
○
○
一
ｂ
］
）
・
権
威
主
義
的
性
格
は
、
決
し
て
過
去
の
問
題
で
は
な

い
と
い
え
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
に
『
権
威
主
義
的
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
に
お
け
る
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
に
関
す
る
知

見
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
改
め
て
、
男
性
も
交
え
て
権

威
主
義
的
性
格
と
同
居
の
関
係
を
探
り
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因

に
関
す
る
手
が
か
り
を
考
察
す
る
。

二
調
査
の
概
要
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問
Ｙ
あ
な
た
の
配
偶
者
の
ご
両
親
と
の
同
居
の
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

問
Ｘ
あ
な
た
が
ご
両
親
（
実
親
）
の
実
家
か
ら
離
れ
て
か
ら
、
再
び
同

居
の
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

イ
皿
再
び
自
分
の
両
親
（
お
ひ
と
り
の
場
合
で
も
結
構
で
す
）
と
数
年

以
上
同
居
し
て
い
る
。
同
居
し
て
い
た

ロ
”
同
居
の
経
験
は
な
く
、
ず
っ
と
別
居
し
て
い
る
。
別
居
し
て
い
た

は
、
た
と
え
正
し
く
な
い
と
思
っ
て
も
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑥
伝

統
や
慣
習
に
従
っ
た
や
り
方
に
疑
問
を
持
つ
人
は
結
局
は
問
題
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
な
る
。
⑰
こ
の
複
雑
な
世
の
中
で
何
を
す
べ
き
か
を
知
る
唯

一
の
方
法
は
、
指
導
者
や
専
門
家
に
頼
る
こ
と
で
あ
る
。
回
答
は
、
「
そ

う
思
う
」
／
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
／
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
／

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
／
「
そ
う
思
わ
な
い
」
の
五
分
位

を
用
い
て
い
る
。
尺
度
化
の
た
め
に
は
何
ら
か
の
方
法
を
と
る
必
要
が
あ

る
。
吉
川
は
、
主
成
分
分
析
を
行
い
尺
度
化
を
し
て
お
り
、
本
稿
も
吉
川

に
な
ら
っ
て
、
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
主
成
分
分
析
を
施
し
た
。
結
果
は
、

固
有
値
一
以
上
の
因
子
が
一
つ
だ
け
抽
出
さ
れ
る
（
寄
与
率
は
四
八
・
五

％
）
。
以
下
、
第
一
主
成
分
を
尺
度
と
し
て
抽
出
し
、
因
子
得
点
を
用
い

て
こ
の
概
念
を
権
威
主
義
的
態
度
と
し
て
数
値
化
し
、
検
討
を
進
め
て
い

く
Ｏ

「
同
居
」
に
関
し
て
は
、
次
の
二
題
で
質
問
し
て
い
る
。
問
Ｘ
は
自
分

の
親
と
の
同
居
を
聞
き
、
問
Ｙ
は
配
偶
者
の
親
と
の
同
居
を
聞
い
て
い
る
。

ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
直
井
論
文
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。
直
井

が
パ
ス
解
析
を
用
い
て
分
析
を
す
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
八

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
ず
に
、
「
夫
の
親
が
生
存
し
て
い
て
同
居
中
の

主
婦
」
と
、
「
夫
の
両
親
と
も
死
亡
し
て
い
る
が
同
居
経
験
の
あ
る
主
婦
」

を
一
つ
の
コ
ー
ド
と
し
、
「
夫
の
親
が
生
存
し
て
い
る
が
別
居
中
の
主
婦
」

と
、
「
夫
の
両
親
と
も
死
亡
し
て
い
て
同
居
経
験
の
な
い
主
婦
」
を
一
つ

（
６
）

の
コ
ー
ド
と
し
て
い
る
。
本
稿
は
質
問
紙
を
用
い
た
調
査
で
あ
り
、
何
よ

り
も
シ
ン
プ
ル
な
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
「
親
生
存
」
「
親

死
亡
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
考
え
な
い
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

質
問
Ｘ
Ｙ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
は
「
～
し
て
い
る
。
～
し
て
い

た
」
と
現
在
形
と
過
去
形
を
問
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
直
井
論
文
を
読
む
限
り
で
は
、
「
夫
の
親
と
の
同
居
」
と
い
っ

て
も
夫
の
母
親
な
の
か
、
夫
の
父
親
な
の
か
、
あ
る
い
は
夫
の
両
親
な
の

か
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
調
査
で
は
「
（
お
ひ
と
り
の
場
合
で

も
結
構
で
す
と
と
い
う
よ
う
に
付
記
し
た
。
そ
し
て
、
何
カ
月
以
上
同

居
す
れ
ば
同
居
と
見
な
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
特
に
触
れ
て
い
な
か

（
７
）

っ
た
の
で
、
本
稿
調
査
で
は
「
数
年
以
上
」
と
し
た
。

す
。
イ
”
配
偶
者
の
両
親
（
お
ひ
と
り
の
場
合
で
も
結
構
で
す
）
と
数
年
以

上
同
居
し
て
い
る
。
同
居
し
て
い
た

ロ
”
同
居
の
経
験
は
な
く
、
ず
っ
と
別
居
し
て
い
る
・
別
居
し
て
い
た
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表2就業形態の実数表1権威主義的性格と属性の重回帰分析
権
威
主
義
的
性
格
を
従
属
変
数
と
し
、
属
性
を
交
え
て
重
回
帰
分
析
を

行
っ
た
の
が
、
表
１
で
あ
る
。
年
齢
、
教
育
年
数
、
同
居
、
就
業
形
態
、

三
属
性
を
交
え
た
菫
回
帰
分
析

｢その他｣は分折から除外。

**p<.01、 *p<.05

※l ：ステップワイズ法｡.1以上を除去。空欄は

除去された変数。

※2：就業形態＝ダミー変数。そのカテゴリーで

あれば1，なければ0。

※3：同居＝l、同居無＝0

そ
れ
に
「
家
庭
の
経
済
的
ゆ
と
り
」
と
い
っ
た
変
数
を
投
入
し
て
あ
る
。

「
家
庭
の
経
済
的
ゆ
と
り
」
に
つ
い
て
は
、
「
現
在
の
、
あ
な
た
の
ご
家
庭

の
生
活
に
は
、
経
済
的
に
ど
の
程
度
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
か
」
（
以
下
、

「
経
済
的
ゆ
と
り
」
）
と
い
う
質
問
で
、
回
答
は
「
か
な
り
ゆ
と
り
が
あ

る
」
／
「
多
少
ゆ
と
り
が

Ｏ

制
０

１
｜
｜

統
ｌ
｜
｜

あ
る
」
／
「
中
ぐ
ら

一
一
鉦
へ
一
一
鉦
仙

》
峠
繍
御
泣
零
鯏
刈
杜
仙

居
居

格
同
同

性
※
訓
鯏
鮖
眺
鮒
侃
ゆ
と
り
が
な
い
」
の
五

（
８
）

》
蹄
岬
》
串
》
』
控
乖
弄
錘
紗
悸
‐
男

表
１
よ
り
、
「
同
居
」

同
ソ
く
＊

伽
僻
柳
鵬
団
》
州
痙
刈
故
州
症
Ⅷ
哨
鱸

に
な
っ
て
い
な
い
。
男

表3親との同居・配偶者の親との同居＊権威主義的性格

表4実親との同居・配偶者の親との同居＊権威主義的性格：年齢で統制

の
効
果
）
で
あ
る
。
女

性
で
唯
一
効
果
が
あ
る

経
済
的
ゆ
と
り
（
正
の

効
果
）
、
自
営
業
（
正

性
で
、
最
も
効
果
が
あ

る
の
は
年
齢
（
正
の
効

果
）
で
あ
り
、
次
い
で

の
効
果
）
で
あ
る
。

の
は
、
教
育
年
数
（
負

-105-

男性 女性

年齢 ､186＊＊

教育年数 －．129＊

経済的ゆとり ､173＊＊

実親同居

配偶者親同居

自営 ､164＊

常雇

臨時・パート

無職

決定係数 ､087＊＊ .013＊

男性 女性

自営 92 47

常雇 193 132

臨時 14 116

無職 49 174

自分の親 配偶者の親

男性 ､083 ､128＊

女性 ､018 ､071

自分の親 配偶者の親

男性 ､076 ､020

女性 ､027 ､019



た
だ
し
、
女
性
の
Ｆ
値
の
有
意
水
準
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
五
％
水
準
で

有
意
で
は
あ
る
が
、
決
定
係
数
の
値
が
低
い
の
で
、
注
意
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
問
Ｘ
・
問
Ｙ
と
権
威
主
義
的
性
格
の
相
関
関

係
を
、
男
女
別
で
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
（
表
３
）
。
表
３
か
ら
、
権
威

主
義
的
性
格
と
有
意
な
相
関
関
係
が
あ
る
の
は
、
配
偶
者
の
親
と
同
居
し

た
経
験
が
あ
る
男
性
で
あ
る
。
こ
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
有
意
な
関
係
は

み
ら
れ
て
い
な
い
。
相
関
分
析
の
結
果
か
ら
も
、
女
性
で
は
、
権
威
主
義

的
性
格
と
同
居
に
つ
い
て
の
有
意
な
関
係
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

重
回
帰
分
析
の
結
果
か
ら
、
男
性
で
は
権
威
主
義
的
性
格
が
、
年
齢
か

ら
有
意
な
効
果
を
受
け
て
い
る
が
、
同
居
か
ら
有
意
な
効
果
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
が
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
表
３
で
得
ら
れ
て
い
る

男
性
で
み
ら
れ
た
、
「
配
偶
者
の
親
と
の
同
居
」
と
「
権
威
主
義
的
性
格
」

の
有
意
な
相
関
関
係
を
、
年
齢
で
統
制
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

同
居
と
権
威
主
義
的
性
格
に
つ
い
て
、
年
齢
で
統
制
し
た
相
関
分
析
が
表

４
で
あ
る
。

結
果
は
、
表
３
で
見
ら
れ
た
「
配
偶
者
の
親
と
の
同
居
」
と
「
権
威
主

義
的
性
格
」
の
有
意
な
相
関
関
係
は
、
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
「
配
偶
者

の
親
と
の
同
居
」
と
「
権
威
主
義
的
性
格
」
の
関
係
は
、
疑
似
相
関
関
係

（
９
）

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
稿
で
は
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
に
つ
い
て
、
同
居
の
観
点

五
お
わ
り
に

か
ら
検
討
し
て
き
た
。
結
果
は
、
今
日
の
東
京
都
に
お
い
て
、
権
威
主
義

的
性
格
と
同
居
の
関
係
に
つ
い
て
何
の
関
係
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
も
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
に
つ
い
て
も
、
権
威
主
義
的
性

格
と
同
居
の
関
係
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
直
井
の
議
論
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
か
っ
て
は
女
性
が
「
配
偶
者
の
親
と
の
同
居
」
を
す
る
こ
と

は
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
だ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、

「
親
と
の
同
居
」
が
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
に
な
り
得
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

同
居
を
す
る
こ
と
が
、
今
日
、
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
と
な
ら

な
い
こ
と
が
何
故
な
の
か
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
住
居
形
態
の
変
化
や
、
社
会
風
潮
の
変
化
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
あ
る
い
は
、
同
居
を
す
る
こ
と
が
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
と

な
り
得
る
と
肌
で
考
え
た
人
々
が
、
同
居
を
避
け
た
と
い
う
こ
と
も
考
え

（
川
）

ら
れ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
権
威
主
義
的
性
格
の
得
点
は
、

今
日
な
お
高
い
水
準
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
日
本
の
権

威
主
義
的
性
格
研
究
が
見
出
し
て
き
た
権
威
主
義
的
性
格
と
同
居
に
つ
い

て
の
知
見
が
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
今
日
そ
の
意
義
を
低
下
し
て
い
る

と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
観
点
ｌ
た
と
え
ば
『
権
威
主
義
的
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
が
試
み
て
い
る
よ
う
に
子
ど
も
の
頃
の
崇
や
親
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ｌ
か
ら
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
を
考
察
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、

日
本
の
権
威
主
義
的
研
究
で
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
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学
派
の
観
点
に
注
目
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

註（
１
）
筆
者
は
、
日
本
で
は
じ
め
て
、
『
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
』
の
こ
の
観
点
に
簡
単
に
着
目
し
て
、
「
権
威
主
義
的
性

格
」
の
形
成
要
因
を
探
っ
た
（
保
坂
［
二
○
○
一
ａ
］
）
。
「
子

ど
も
の
頃
の
父
親
と
の
会
話
」
は
、
権
威
主
義
的
性
格
を
促

進
す
る
と
同
時
に
、
議
論
を
好
き
に
な
る
こ
と
も
促
進
す
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
「
裳
」
の
観
点
な
ど
は
、
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

（
２
）
直
井
は
、
同
居
の
視
点
で
は
な
い
が
、
男
性
の
権
威
主
義

的
性
格
の
形
成
要
因
に
つ
い
て
の
検
討
も
し
て
い
る
（
直
井

［
一
九
八
八
］
）
。

（
３
）
「
も
し
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
強
力
な
、
あ
る
い
は
相
当
大
き
な
社

会
運
動
に
な
れ
ば
、
そ
れ
を
易
々
と
受
け
入
れ
そ
う
な
物
の

見
方
の
持
主
が
〔
ア
メ
リ
カ
で
も
〕
難
な
く
見
つ
け
だ
せ
た
」

夢
９
日
９
ｓ
）
。
こ
の
引
用
の
み
、
訳
は
曽
良
中
（
一
九
八

三
）
に
従
っ
て
い
る
。

（
４
）
値
は
六
点
満
点
。
総
得
点
で
は
、
上
昇
し
て
い
る
の
に
も

拘
わ
ら
ず
、
日
本
の
権
威
主
義
的
性
格
研
究
で
は
、
権
威
主

義
的
性
格
の
高
得
点
者
が
減
っ
て
い
る
傾
向
を
見
出
し
て
い

る
。
お
そ
ら
く
、
日
本
の
権
威
主
義
的
性
格
研
究
で
は
、
権

威
へ
の
「
従
属
」
に
の
み
着
目
し
た
尺
度
を
用
い
て
い
る
た

め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
立
場
は
、
一
九
五
二
年
に
安
田
三
郎

ら
が
実
施
し
た
「
東
京
都
に
お
け
る
社
会
的
成
層
お
よ
び
社

会
意
識
に
関
す
る
調
査
研
究
」
（
初
期
の
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
）
と
ほ

ぼ
同
様
の
立
場
で
あ
る
。

（
６
）
具
体
的
に
は
、
「
親
生
存
・
妻
の
親
と
同
居
」
「
親
生
存
・

妻
の
親
と
別
居
」
「
親
死
亡
・
妻
の
親
と
同
居
」
「
親
死
亡
・

妻
の
親
と
別
居
」
「
親
生
存
・
夫
の
親
と
同
居
」
「
親
生
存
・

夫
の
親
と
別
居
」
「
親
死
亡
・
夫
の
親
と
同
居
」
「
親
死
亡
・

夫
の
親
と
別
居
」
の
八
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
な
お
、
回
答

者
本
人
の
親
は
、
「
自
分
の
親
」
も
し
く
は
「
実
親
」
と
表
記

す
る
。
そ
し
て
、
実
親
と
の
同
居
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度

「
再
同
居
」
と
せ
ず
に
、
「
同
居
」
と
し
た
。

（
７
）
本
稿
調
査
も
直
井
調
査
も
、
権
威
主
義
的
性
格
尺
度
と
し

て
、
「
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
の
Ｆ
尺
度
の
簡
約
化

を
目
的
と
し
た
、
コ
ー
ン
尺
度
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
同

じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ー
ン
尺
度
の
利
用
の
仕
方
に
つ
い

て
は
異
な
っ
て
い
る
。
直
井
論
文
で
は
、
コ
ー
ン
が
用
い
た

五
○
あ
ま
り
の
質
問
を
し
て
、
そ
の
回
答
を
因
子
分
析
し
、

そ
の
結
果
得
ら
れ
た
第
二
因
子
を
「
権
威
主
義
的
性
格
因
子
」

と
し
て
尺
度
化
し
て
い
る
。
第
二
因
子
は
、
一
一
題
の
質
問

か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
方
本
稿
調
査
は
、
五
○
題
の
質
問
を
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す
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
取
ら
ず
に
、
吉
川
が
用
い
た
六
題

の
質
問
を
し
て
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
尺
度
を
「
権
威
主
義

的
性
格
尺
度
」
と
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
六
題
は
、
直
井
が

用
い
た
二
題
の
う
ち
の
六
題
と
同
じ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
な

っ
て
い
る
。表5本稿調査と直井調査の比較

表6同居の実数

（
８
）
所
得
収
入
が
家
庭
の
経
済
的
な
ゆ
た
か
さ
に
結
び
つ
か
な

い
こ
と
が
あ
る
一
方
で
（
蓮
見
［
一
九
八
九
亜
九
］
）
、
各
種

世
論
調
査
で
使
わ
れ
て
い
る
ゆ
と
り
に
関
す
る
質
問
は
、
経

済
的
な
ゆ
と
り
と
そ
れ
以
外
の
ゆ
と
り
を
混
乱
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
（
蓮
見
［
一
九
八
九
二
一

０

三
］
）
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
経
済
的
１
一
一
一
一
鉦
へ

居
居

な
『
ゆ
と
り
』
と
い
う
場
合
に
は
、

同
同

※

…
…
最
も
素
直
に
は
経
済
的
な
豊
か

さ
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
、
金
銭
端
鯏
鮨

的
・
物
質
的
な
余
裕
の
あ
る
状
態
を
勵
梛
〆

胴
瀞
＊

意
味
す
る
」
（
蓮
見
［
一
九
八
九
二
一

三
］
）
と
い
う
蓮
見
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
靴
如
礼

「
家
庭
の
経
済
的
な
ゆ
と
り
」
で
聞
く
の
ア
ｐ

こ
と
に
し
た
。
得
点
の
与
え
方
は
賭
に
粋

合
が
あ
る
（
蓮
見
［
一
九
八
九
二
一

三
］
）
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
経
済
的

な
『
ゆ
と
り
』
と
い
う
場
合
に
は
、

…
…
最
も
素
直
に
は
経
済
的
な
豊
か

さ
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
、
金
銭

的
・
物
質
的
な
余
裕
の
あ
る
状
態
を

意
味
す
る
」
（
蓮
見
［
一
九
八
九
二
一

三
］
）
と
い
う
蓮
見
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

「
家
庭
の
経
済
的
な
ゆ
と
り
」
で
聞
く

こ
と
に
し
た
。
得
点
の
与
え
方
は

「
か
な
り
ゆ
と
り
が
あ
る
」
が
五
点
で
、

「
ま
っ
た
く
ゆ
と
り
が
な
い
」
が
一
点

で
あ
る
。

（
９
）
同
居
は
権
威
主
義
的
性
格
の
形
成

要
因
と
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

表
１
よ
り
男
性
に
あ
っ
て
年
齢
は
、

権
威
主
義
的
性
格
の
形
成
要
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
男
性
に
あ
っ
て
「
配

表7実親との同居・配偶者の親との同居＊年齢
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対象年齢
対象

地域
調査方法 回収率

サンプリング

方法

回答者数

男性 女性

本稿

調査

30歳～

69歳
東京都 質問紙 38.0%

層化二段

無作為抽出
373 515

直井

論文

26歳～

71歳

関東

7都県

訪問面接

調査法
80.2%

層化二段

無作為抽出
0 418

実親 配偶者親

男性 89 47

女性 76 105

自分の親 配偶者の親

男性 －．013 ､182＊＊

女性 ､046 ､139＊＊
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い
。

威
主
義
的
態
度
と
「
議
論
」
ｌ
」
『
年
報
社
会
学
論

集
』
第
一
四
号
、
関
東
社
会
学
会
。

Ｉ
、
二
○
○
一
ｂ
、
「
Ｆ
尺
度
形
式
四
○
の
現
代
日
本
に
お

け
る
検
証
ｌ
「
環
境
・
文
化
に
関
す
る
学
生
意
識
調

査
」
を
事
例
と
し
て
ｌ
」
『
上
智
大
学
社
会
学
論

集
』
第
二
五
号
。

〆
・
言
》
三
・
乞
弓
○
言
の
§
包
○
ミ
号
、
曽
暑
ゞ
目
言
ご
昌
蔚
国
ご
ｇ

ｏ
豆
○
四
ｍ
○
勺
門
の
の
の
．

直
井
道
子
、
一
九
八
四
、
『
老
人
と
の
同
別
居
と
主
婦
の
生
活
行

動
』
、
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
。

Ｉ
、
一
九
八
六
、
「
直
系
家
族
に
お
け
る
主
婦
の
権
威
主
義

的
性
格
」
『
社
会
学
評
論
」
第
三
七
巻
二
号
。

Ｉ
、
一
九
八
八
、
「
職
業
階
層
と
権
威
主
義
的
価
値
意
識
」

雪
九
八
五
年
社
会
階
層
と
社
会
移
動
全
国
調
査
報
告

書
二
階
層
意
識
の
動
態
」
、
一
九
八
五
年
社
会
階
層

と
社
会
移
動
全
国
調
査
委
員
会
編
。

曽
良
中
清
司
、
一
九
八
三
、
『
権
威
主
義
的
人
間
ｌ
現
代
人
の
心

に
ひ
そ
む
フ
ァ
シ
ズ
ム
ー
』
、
有
斐
閣
。

轟
亮
、
二
○
○
○
、
「
反
権
威
主
義
的
態
度
の
高
ま
り
は
何
を

も
た
ら
す
の
か
ｌ
政
治
意
識
と
権
威
主
義
的
態
度

ｌ
」
「
日
本
の
階
層
シ
ス
テ
ム
ニ
ー
公
平
感
と
政

治
意
識
ｌ
」
海
野
道
郎
編
、
東
京
大
学
出
版
会
。

（
上
智
大
学
大
学
院
社
会
学
）
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